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        今月のフジタ通信は「エリザベスカラー」についてです。 

みなさんはエリザベスカラーをご存知ですか？ 

そう。エリザベスカラーはあのエリマキトカゲのようなものですね。 

名前はエリザベス女王が着ていた衣服に似ていることから由来しているといわれています。実際に 

わんちゃん、ねこちゃんがつけていたという方や、つけている動物を見たことがあるという方もたくさんいる

かと思います。それだけエリザベスカラーをつける機会は多いのです。では、どのようなときにつけるのか？ 

それは… 

 手術をしたとき            （手術部分を舐めないように） 

 入院して点滴を流すとき      （点滴を取ってしまわないように） 

 ケガをしたとき            （傷口を舐めないように） 

 眼に疾患があるとき         （眼を引っ掻かないように、眼を物にこすらないように） 

 皮膚にかゆみがあるとき      （かゆい部分を舐めないように） 

                 など 

これらの共通点は、いじってほしくないところを『守る』ということです。人の場合は気になったとしても、 

「いじらないでくださいね。」と、言われればいじったり、引っ掻いたりはしないと思います。しかし、動物は 

「いじらないでね。」と言っても、わかりませんし、気になれば舐めたり、引っ掻いたり、その部分から出血を 

しても悪化しても舐め続けてしまいます。せっかく治療をしていても、それではいつまでたっても治らなくなって 

しまいます。 

エリザベスカラーは早く良くなるように、これ以上悪化させないように手助けをしてくれるのです。 

 

 エリザベスカラーのつけ方 

エリザベスカラーは大きさがいくつかあり、動物に合ったものを使います。特にわんちゃんは体格、鼻の長さ、

首の長さや太さが違うので必ず合ったものをつけましょう。ポイントは横から見たときに、鼻先がカラーから

出ず、余裕をもって首回りに巻ける長さのものにしましょう。 

エリザベスカラーにマジックテープやボタンがついていても、あくまでもその子に合った首の太さに調節し

ましょう！目安としては指 2本分くらいの余裕があれば、きつすぎず、ゆるすぎることもありません。 

調節した後はガムテープなどを使って取れてしまわぬように補強しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

           指 2本分！                           取れないようにしっかりとめましょう！   

これだよ！ 



        

ごはんのあげ方 

       エリザベスカラーをしているとごはんが少し食べづらくなってしまいます。中にははじめから上手に使う子も

いますが、カラーをしていることで戸惑ったり、食べようとしてもカラーが邪魔をしてうまく食べられなかったり

します。 

       カラーをしていると下に置いてある食器にとどかないため、当院では 2つの 

      ステンレス食器の底と底を付けて高さをだし、カラーがあっても食べやすくし 

      ています。注意点としてはカラーで食器を倒してしまうことがあるため、割れ  

やすいものは避けるようにします。 

 

 それでもどうしてもうまくいかない場合は、ごはんの時にだけ外すようにしてください。 

しかし、目をはなさぬように。隙をついて舐めてしまわれないように十分注意してください。 

 

       お手入れ方法 

        エリザベスカラーはつけている期間が長いと汚れてきてしまいます。見ていられる時に外して洗ったり、 

内側を拭くなどしてキレイにしましょう。そして、カラーをしていることによって蒸れやすくなるため、耳の中が

汚れてしまったり、顔を洗うことができないため汚れてしまいます。顔を拭いてあげたり、耳の中は病院で 

キレイにしましょう。 

        ＊顔周りは自分でかけないため、代わりになでたり、かいてあげるととても喜びます。 

 

 

      気を付けること 

        エリザベスカラーをしていると視界が狭くなるため、物をよけきれなかったりして倒してしまうため、倒され

てほしくない物や壊れやすいものは側に置かないようにしましょう。お散歩の時も十分注意しましょう。 

        段差でつまずきやすくなるため、階段の昇り降りを避けたり、高いところに登らせないようにしましょう。 

 

 

        はじめはエリザベスカラーに飼い主さんも、動物も戸惑ってしまうと思います。クークーなかれたり、嫌がって

いる姿を見ると、かわいそうだからと外してしまいたくなりますね。しかし、外してしまって症状が悪化したり、

手術部分を舐め壊してしまって再手術となる方がかわいそうですね。外したい気持ちをぐっと我慢してもらえ 

れば、動物たちも慣れてくれます。カラーをしていないとき動物たちは自分で体をキレイにしたり、お手入れし

ますがカラーをしていては行うことができません。その分飼い主さんが代わりに拭いてあげたりして、カラー生

活が少しでも快適になるようにサポートしてあげてください。 
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